












































































1因子 被援助に対する肯定的態度」は被援助志向性尺度の「第 4因子 専門家への被援助
志向性（人間関係・育児等について）」以外の全ての因子と弱い正の相関があった。また「第
2因子 被援助に対する抵抗感」と「第 3因子 被援助に対する懸念」は，被援助志向性尺
































.84 .15 .20 .04 .18 .76
4.育児について気になることがあるとき .83 .17 .12 .26 .03 .66
1.妊娠・出産について気になることがあるとき .83 .16 .17 .08 .14 .83
5.夫婦関係について気になることがあるとき .81 .15 .19 .15 -.05 .79
2.自分の体調について気になることがあるとき .81 .13 .17 .10 .10 .73
7.落ち込み，ストレス等，自分の心理状態について
　気になることがあるとき
.78 .17 .19 .17 -.04 .64
6.ママ友など，子どもを介した人間関係について
　気になることがあるとき
.78 .05 .20 .15 .07 .66
第2因子　親・きょうだい等への被援助志向性（7項目，α=.95）
2.自分の体調について気になることがあるとき .13 .88 .18 .02 -.03 .80
3.育児と家事の分担などについて気になることが
　あるとき
.10 .84 .23 -.07 .12 .86
1.妊娠・出産について気になることがあるとき .11 .83 .13 .11 .05 .79
6.ママ友など，子どもを介した人間関係について
　気になることがあるとき
.11 .80 .18 -.08 .27 .77
4.育児について気になることがあるとき .10 .78 .18 .04 .08 .67
7.落ち込み，ストレス等，自分の心理状態について
　気になることがあるとき
.16 .76 .17 .02 .19 .77




.17 .12 .89 .07 .16 .81
1.妊娠・出産について気になることがあるとき .16 .22 .83 -.03 .22 .68
4.育児について気になることがあるとき .21 .19 .82 .17 -.10 .72
5.夫婦関係について気になることがあるとき .23 .21 .79 -.03 .20 .76
3.育児と家事の分担などについて気になることが
　あるとき
.23 .22 .74 .32 -.14 .74
7.落ち込み，ストレス等，自分の心理状態について
　気になることがあるとき
.15 .25 .73 .27 -.01 .81
2.自分の体調について気になることがあるとき .26 .21 .69 .28 -.06 .71
第4因子　専門家への被援助志向性（人間関係，育児等について）（5項目，α=.93）
5.夫婦関係について気になることがあるとき .18 -.02 .15 .92 .03 .84
6.ママ友など，子どもを介した人間関係について
　気になることがあるとき
.17 -.02 .19 .91 .04 .76
3.育児と家事の分担などについて気になることが
　あるとき
.13 .03 .22 .84 .08 .78
7.落ち込み，ストレス等，自分の心理状態について
　気になることがあるとき
.16 .04 .05 .79 .29 .53
4.育児について気になることがあるとき .17 -.01 .06 .60 .38 .90
第5因子　専門家への被援助志向性（妊娠や体調について）（2項目，α=.94）
1.妊娠・出産について気になることがあるとき .12 .19 .08 .28 .84 .90
2.自分の体調について気になることがあるとき .13 .22 .07 .26 .79 .74





① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
　①夫への被援助志向性
　②親や兄弟への被援助志向性 .44 **
　③友人・知人への被援助志向性 .34 ** .47 **
　④専門家への被援助志向性１ .10 .35 ** .36 **
　⑤専門家への被援助志向性２ .31 ** .24 ** .27 ** .43 **
援助要請スタイル尺度
　⑥被援助に対する肯定的態度 .39 ** .33 ** .37 ** .08 .29 **
　⑦被援助に対する抵抗感 -.02 .09 .14 .25 ** -.02 -.04
　⑧被援助に対する懸念 -.03 .04 .06 .16 * -.04 -.13 .54 **
**p<.01，*p<.05  
 
次に，援助要請態度尺度との相関を検討した結果，「第 4 因子 専門家への被援助志向性
（人間関係・育児について）」以外の 4因子が援助要請態度尺度の第 1因子「被援助に対す
る肯定的態度」と正の相関関係にあり，援助されることに肯定的である人ほど，夫をはじめ
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 Pregnant women having problems with mental health were considered to increase. Although social 
support is known to reduce stress, there are not a few people who refuse seeking support. The purpose 
of this study was to develop the Pregnant Women’s Help-seeking Preference Scale, as 
help-seeking preference was known as one of factors related to refusing social support. 
The participants were 150 pregnant women (m=32.69 years old, sd=4.31), and average 
pregnancy week was 23.00 weeks. As the result of analysis, the scale was developed, and  
reliability and validity was verified. The scale was consisted of five factors: “help-seeking 
for husband/partner”, “help-seeking for parent and/or sisters”, “help-seeking for friends”, 
"help-seeking for specialist (about child-rearing and/or relationship with others)”, 
“help-seeking for specialist (about pregnancy and/or their physical condition”.  
【key words: pregnant women, help-seeking, social support】 
 
- 82 -
